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論 文 の 内 容 の 要 旨
　Chattonella antiqua，C. marina，C. ovataの 3種は，不等毛植物門ラフィド藻綱に所属する海産の植物プラ
ンクトンである。3種は夏季に瀬戸内海などの西日本沿岸域で大量繁殖し，赤潮を形成して，養殖漁業に多
大な被害をもたらしてきた。この Chattonellaは，1990 年以前には，インドや日本といったごく限られた海












C. antiqua（NIES-2 株）の DNAを用いて，14 のプライマーセットの開発に成功した。このプライマーセッ
トの有効性について，C. antiqua，C. marina，C. ovataの 3 種，そして他のラフィド藻 3 種（Chattonella 




3 種 104 株の形態観察の結果，典型的形態を示す細胞は識別可能であるが，C. antiquaと C. marinaを識別す
る形質である『細胞長 50µm』という基準は明確ではなく，境界付近の平均細胞長を示す株が複数確認され
ること，C. ovataを特徴づける発達した液胞が，C. antiquaと C. marinaの株でも観察されることがあること
が明らかになった。
　遺伝的多様性解析では，まず，C. antiqua 21 株，C. marina 17 株，C. ovata 21 株の合計 59 株において，核
の ITS（580bp），葉緑体の rbcL遺伝子（520bp），ミトコンドリアの COI遺伝子（480bp）を用いて分子系統



















Chattonella 3 種 104 株におけるマイクロサテライトマーカーの増幅断片の解析から，すべての株において，
いずれかのマーカーで 2本の増幅断片を確認した。このことは 3種 104 株のすべてが 2倍体でヘテロ接合体
であることを示唆しており，3種が接合を行っていることが推察された。更に減数分裂の時期について調べ
るために，マイクロサテライトマーカーによる 1 細胞単位の核相解析を小型細胞について行った結果，




審 査 の 結 果 の 要 旨
　本研究では，水産上深刻な問題を引き起こす赤潮形成藻 Chattonella 3 種について，個体識別が可能な精度
のマイクロサテライトマーカーを開発し，形態形質および遺伝的多様性の詳細な調査・解析結果に基づいて，
3種の分類系の改訂を提唱した。また同マーカーを用いて，細胞レベルの核相解析等を行うことで，生殖様
式や生活史に関する新しい知見を得た。これらの結果は，水産学及び分類学的貢献だけでなく，分布の広域
化が懸念される Chattonellaの世界規模の分子生物地理学的研究へと発展させる上で重要な基礎的知見を与え
481
たと言える。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
